
【大会最優秀選手】
下田　将臣さん（下矢部東部体協）

優勝した下矢部東部体協 姜尚中氏による記念講演修復中の通潤橋
を見学する参加

者

熱い思いが語られたパネルディスカッション

石
橋
と
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に
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震
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え
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―

　
　
　

全
国
石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と　
　

山
都
町
に
て
開
催

演習林の間伐材を使用した通潤橋の模型
と、制作した矢部高校緑科学科の生徒たち。
通潤橋の製作過程が分かります。

第13回山都町支部体協対抗駅伝大会第13回山都町支部体協対抗駅伝大会

　11月12日に第13回山都町支部体協対抗駅伝大会が開催されました。この駅伝はそよう病院をスター
トとし山都町役場をゴールとする 11区間 19.5㎞で争われます。今回は町内各支部体協より 17チーム
の参加がありました。午前 10時の号砲とともにスタートし、レース序盤は御岳支部体協が先頭でレー
スを引っ張っていましたが、下矢部東部体協が追い上げ、９区でトップに立つとそのままたすきをつな
げ、見事優勝を成し遂げました。大会当日は晴天に恵まれ、沿道の声援もたくさんあり、大いに盛り上がっ
た大会となりました。

最終順位
１位 下矢部東部支部体協 １時間９分05秒
２位 御 岳 支 部 体 協 １時間９分29秒
３位 浜町Ｃ地区支部体協 １時間10分29秒
４位 朝 日 支 部 体 協 １時間10分55秒
５位 清 和 支 部 体 協 １時間11分46秒
６位 菅 尾 支 部 体 協 １時間11分57秒
７位 通 潤 支 部 体 協 １時間12分12秒
８位 東 竹 原 支 部 体 協 １時間12分17秒
９位 中島東部支部体協 １時間12分42秒
10位 二 瀬 本 支 部 体 協 １時間14分35秒
11位 上 差 尾 支 部 体 協 １時間14分37秒
12位 下名連石支部体協 １時間15分45秒
13位 馬 見 原 支 部 体 協 １時間15分47秒
14位 小 峰 支 部 体 協 １時間15分52秒
15位 中島西部支部体協 １時間17分36秒
16位 浜町Ｂ地区支部体協 １時間18分35秒
17位 中島南部支部体協 １時間18分43秒

区間賞一覧
区間 氏　　　名 タイム

１区（2.2㎞） 藤本　遥人  選手  （菅尾） ７分29秒

２区（0.9㎞） 髙野　藍沙  選手  （馬見原）
本田　楓椛  選手  （中島南部） ２分49秒

３区（2.4㎞） 橋本　亜依  選手  （浜Ｂ） ８分22秒
４区（2.0㎞） 中村　光佑  選手  （朝日） ６分04秒
５区（1.8㎞） 後藤　悠希  選手  （東竹原） ５分52秒
６区（1.2㎞） 藤川　康喜  選手  （下東） ４分01秒

７区（0.6㎞）
上田　　浩  選手  （下東）
石田　雅之  選手  （中東）
枝尾　美一  選手  （小峰）

１分41秒

８区（3.1㎞） 後藤　将希  選手  （東竹原） ８分56秒
９区（1.9㎞） 下田　将臣  選手  （下東） ６分35秒
10区（1.2㎞） 藤原　義嗣  選手  （清和） ４分06秒
11区（2.2㎞） 井手　雅斗  選手  （浜町Ｃ） ７分28秒
　　　　区間新記録

　

11
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
清
和
文
楽
館
を
主
会
場
に
「
全
国

石
橋
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
全

国
か
ら
石
橋
フ
ァ
ン
や
研
究
者
な
ど
が

集
い
、
石
橋
の
魅
力
や
役
割
な
ど
に
つ

い
て
熱
く
語
り
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今

回
は
２
日
間
で
の
べ
３
０
０
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
被
害
に
よ
り
修
復
中
の
通
潤
橋

の
様
子
や
、
緑
川
流
域
の
石
橋
群
の
素

晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
石
工
養
成
講
座
の

大
切
さ
と
期
待
に
つ
い
て
語
り
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
通
潤
橋
周
辺
や
美

里
町
に
あ
る
二
俣
橋
な
ど
緑
川
流
域
に

あ
る
石
橋
を
め
ぐ
る
企
画
も
行
わ
れ
、

震
災
に
よ
る
被
害
の
状
況
や
修
復
方

法
、
そ
し
て
被
害
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

分
か
っ
た
橋
内
部
の
様
子
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
熊
本
県
立
劇
場
の
館
長

を
務
め
る
姜
尚
中
氏
に
よ
る
「
く
ま
も

と
未
来
創
造
」~

石
橋
文
化
を
後
世
に

〜
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
演
で
は「
石
橋
を
造
っ
た
人
々

の
思
い
や
、
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
て
き
た
人
々

と
共
に
、
石
橋
が
そ
こ
に
あ
る
。」
と

さ
れ
、
伝
統
文
化
の
継
承
や
、
地
域
活

性
化
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、

参
加
者
は
と
て
も
興
味
深
そ
う
に
聴
い

て
い
ま
し
た
。（
主
催
・
緑
川
流
域
広

域
事
業
実
行
委
員
会
）
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